
災害対策能力を向上させる勉強会と机上演習を実施！

～六甲砂防事務所～

平成２７年度から毎年実施している『同時多発的土砂災害を想定した県･４市合同演習』の
令和５年度開催にあたり、事前に職員の災害対策能力の向上を目的とした、六甲砂防事務所管内
で想定される土砂災害に対する具体的な応急対策を計画する演習を実施しました。
また、全国の応急対策事例や、応急対策に活用可能な※ＤＸ技術について事例を学びました。

日 時：令和５年７月５日（水）１３：００～１６：００

場 所：六甲砂防事務所 １階視聴覚室

参 加 者：六甲砂防事務所 職員２４名
(事務所長、技術副所長、東六甲出張所２名、西六甲出張所１名、工務課６名、調査課６名、経理課３名、用地課４名)

演習内容：①合同演習の事前説明
②事例勉強会
③机上演習
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※ＤＸ技術・・・デジタルトランスフォーメーションの略称であり、インフラ分野においてデジタルデータなどを活用する技術です。

【お問合せ先】

国土交通省 近畿地方整備局 〒658-0052

六甲砂防事務所 調査課 神戸市東灘区住吉東町3-13-15
TEL：078-851-0535

～管内における土砂災害を想定した応急対策演習～

◆災害時の迅速な対応が求められる場合に有効である「SfMによる三次元モデル作成」「衛星
SARによる崩壊箇所の抽出」等について学習し、最新の機器による技術の進展を実感しまし
た。最新技術の導入による、作業精度の向上や省力化について検討し、六甲砂防事務所にお
ける導入の可能性を探っていきます。

◆机上演習では、事務職員が加わることで、各職員の役割分担のみならず、用地の範囲や関係

法令に基づく協議内容についても確認できました。

◆事務所長からの講評では、『技術職員だけでなく事務職員も参加することで、事務所一丸で
災害に備える準備が出来たことが大変良かった。』『管内の災害だけでなく、近隣地域で
起きた災害にも直轄として対応していきましょう。』『勉強会で学習した新しい技術に、

積極的に取り組むように心がけていきましょう。』との訓示がありました。今回の勉強会・

机上演習の経験を基に、土砂災害に備えて、今後も職員一同邁進してまいります。

監視する内容・対象に
よって、機器の種類と
設置箇所数を設定。

土砂搬出ルートが
限定されるので、
早急に道路啓開
が必要ですね。

機器の設置は、工
事の安全と住民の
周知のため重要。
土砂の搬出先につ
いて市と調整が必
要です。

ドローンによる渓流
調査を行い、その
後観測機器の設置
を行います。
観測機器は・・・

作業員の安全性を
考慮し、はじめに土
砂撤去箇所の上流
側にワイヤーネット
工を行います。


